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[要旨] コクシジウム症は血便や下痢等を主徴とした原虫病で，アピコンプレクサのアイメリア属原虫（Eimeria sp.）の感染

によって引き起こされる。本研究では，農家の飼養牛を対象に，糞便検査を実施し，オーシストの形態と分子情報から Eimeria 

種を同定し，臨床症状との関連を解析した。その結果，従来は高病原性とされていた Eimeira bovis が検出されたウシでは明

確な臨床症状は認められず，E. zuernii 感染牛が比較的重度の症状を示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




